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1 . は じめ に
フ ィン ランドの北部，ト ナカ イと オー ロ ラで有名
な ラッ プラ ンドで雪と 気象の観測地点を設置した。
こ れは特別研究 「全球水文過程における災害予測に
関する研究」のサブテー マ 「雪氷素過程の研究」の
年次計画に従い，平成7 年度から極域での気象 ・ 雪
氷観測を実施するためである。今まで筆者はも ちろ
ん当研究所もフィ ンラ ンド と は特別の縁故があっ た




と ころ で何故，遠 くて寒い極地まで出かけて観測
するのか，と 言 う問いに ま ず答える必要があろう か。
それには丸い地球を思い描いていただかねばなら な




そ して低緯度帯は暑く ，高緯度帯は寒いと い う 分布
ができ ，低緯度帯の余った熱エネルギー は大気 • 海
洋 によ って高緯度帯に運ばれ宇宙に放出さ れて い
る。すなわち極域の雪氷域 と い うのは地球の熱の吸
収帯と して働き 全球の微妙な温度バラ ンスの維持に
貢献している訳である。ま た，水の循環と言う意味
で も ，雪氷は凍土 と共に水を固体として蓄える 巨大
貯蔵庫 として働いている。大切なこ と は，こ の地球
的温度分布，水循環 （降水量，海水面高さ）が時間
的に安定 しているこ とである （数千年，数万年ある
い は数億年） 。そ うで な ければ人類は もと よ り，現
在の生物相の存在 も あや うい こと になる。
雪氷域が注 目さ れる のは，最近の地球温暖化の影
響が著 しく 現れ，雪氷過程のフ ィー ドバック を通 じ
て，さ らに促進さ れる恐れがあ る か ら である。雪や





多 く のエネ ルギー を受ける こ と にな る 。ま たその地
域の水の全量が減ること にな り，地面は より 乾燥 し，
暖まり 易 くな り ，温暖化が促進 さ れると い う 訳であ
る。
世界的にGEWEX (Global Energy and Water Cycle 
Experiment)計画が進めら れている が，そ の 中 の一
つ GAME (GEWEX Asian Monsoon Experiment)計画
では，やはり 雪氷域を対象とした研究計画を策定中
である。
2 . なぜフ ィンランドか。
昨年度，平成6 年は極域の観測地を選定作業する
年だっ た。候補地はカ ナ ダ北部と フ ィンラ ン ドが上
がっていた。筆者はた ま たま 昨年一 年間，米国モ ン
タ ナJ11に滞在 しており ，候補地のカ ナ ダ，サスカ ッ
ー ン州は隣であ り ，秋には観測候補地視察旅行を済
ませていた。サスカ ツー ン州サスカ チュ ワ ン市には
国立水文研究所に米国人の友人がい る 。モ ン タ ナか
ら車をと ばして10時間，さ らに彼の案内で北に広が
る 広大な針葉樹林帯の中 の いくつかの候補地を訪
れ，GEWEX 関連の観測を開始 している彼ら の観測
地などを見学した。土壌水分計や林内用の 日射計な
ど先進的な装置を完備 しつつあっ た。内心，観測適
地はこ こか と 思っていた。
何 も知 ら ない フィ ンラ ンドは正直あ まり 気乗 りし
ていなかった。初冬，中村長岡雪氷研所長から の連
絡の末，ラ ッ プラ ンド大学北極セン ター の窓口 とし
て一 人の研究者が指名 さ れて き た。も しか した ら と
思いながら，早速E- MAIL を出 してみる 。案の定，
数年前北大にいたイギリス人のジ ョン ・ムー アであ
っ た。こ との次第を書いた とこ ろ，観測には フィン
ラ ンドが良いと 思 う， すぐに見に来い と言うこ とで
あ っ た。全 く友人 とはあり がたいものだ。
3 . フ ィン ランドでオー ロ ラ を見る
ニ ュー ヨー ク経由のフ ィン ランド航空機で首都へ
ル シン キ に入る。機内は巨体の白人でびっし り ，し
か も 皆さんアルコー ルを飲む こと 飲む こと 。機内サ
ー ビスは この点ですばらしい と言え よう 。
フ ィンラ ンドの南端にあるヘル シン キか ら 北上 し
ロバニエミと 言 う町に着 く 。ラ ッ プラ ンド大学北極
セ ン ター があり ，ムー ア氏が待っていた。そ こ で教
え られたのだが，町外れにサン タ ク ロー ス村があり ，
サ ン タさ んにお目にかかるこ とがで き た。そ ういえ
ばフィ ンラ ンドはサ ン タ の国でも あ ったのだ。
ロバニエミは ここ より 北に広がるラ ッ プラ ン ドの
入 り口兼中心の町であり ，北極セン ター では，少人
数ながら地球科学か ら植物学，民族学などラッ プラ
ン ドを含む北極域の研究を幅広 く 進めている。こ こ
を基点 に3 つの観測候補地をムー ア氏の案内で見
た。限られた時間内での最大限の行程 とな り ，4 日
間 を車で約1,000km走るこ と となっ た。2 月末では
日 中で も地平線に近い太陽から黄昏のよ うなか細い
光 しか届かず，人は文学的になっ て しまう 。凍てつ
いた雪に被われた，狭い道路を時速10km近 くで飛




寂 しい昼に比してすごい の は夜の オー ロ ラであ




4 . 気象 ・積雪観測点設置
結局，極域で最も 裔緯度にあるこ と，交通手段が
し っ か りしているこ と，支援が最も 期待で きる こ と，
他の研究機関やプロジ ェクトと かち合わないこ と等
を考慮 しケ ボが選択された。
今年度は，初夏より 観測シ ス テ ム の設計，測器の
手配，試運転，運搬などを経て，よ うや く 10月より
観測を 開始 した。北緯69度45分，標高100mでゆ る
やかな起伏の丘の上である。フ ィンラ ンドの古都 ト
ウ ルクにあるト ウル ク 大学の付属施設ケボ亜極研究
所の構内を借用 し，高 さ 15mの気象 ・積雪観測塔で
の 自動観測を始めた。11月初旬，10月分の観測デー
タ の第一 報が入 り ，順調に稼働 しているよ う である。
10月下旬には積雪が25cmを越え，気温はー 20度を
記録しており ，すでに厳 しい冬期 に入った様子がう
かがえる。極寒の もとでの観測の成功を期待してい
る と ころである。
5 . おわり に
雪氷防災研究は雪崩や吹雪など生活に密着した災
害を対象 としてき た。最近の地球科学の進展に より
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地球の全体像が少しづつ見えて き たこと により ，雪
氷の新たな重要性が認識されて き た と言えよう 。雪
や氷はあまり にも身近な存在であるが，その性質は
時間的，空間的に激 しく 変化 し，研究対象 としては
難 しい と思う 。従ってお もし ろ いとも 言え る。
雪氷防災研究を遂行 し，蓄えてきた知識，手法を
地球科学と い う 広いフ ィー ル ドに適用し，防災科研




こ の期間に震源決定 さ れたマグニチュー ド (M)
4 以上の地震は7 個である
その内深発地震は2 個であっ た。
月 日 時 分 深さ(km) M 震央地名
11/12 06:01 49 4.3 東 京 地 方
11/15 11:56 377 4.7 記伊半島肖東沖
11/18 07:17 234 4.5 長野県西部
11/20 07:32 124 4.9 埼玉県北部
11/24 16:19 71 4.6 千葉県北東部
11/25 14:16 5 4.3 福島県東方沖
11/28 11 :47 25 4.6 茨城県東方沖
11月12日06時01分東京地方で有感地震があ った。
同 日08時19分，ほぽ同 じ と ころにM2.9深さ46kmの
余震が発生 した。こ の地域でM4 以上の地震が発生
し たのは1992年12月27 日 ，M4.2 深さ26km以来であ
る。群馬 ・栃木県境付近の小 ・ 微小地震は先月に続
いて活動 している。今月は34個観測さ れ最大地震は
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